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1.研究背景・目的：シラン系表面含浸材は,含浸によりコンクリート表層部に撥水性と透湿性を付与する機能を持つ

疎水層を形成し,アルカリシリカ反応（以下,ASR）を生じた構造物において吸水膨張の抑制を目的として使用され

る 1).  これまでの研究で ASR の劣化程度や W/C の違いを実験要因としてコンクリートの状態の違いによる補修性

能への影響に関する実験や,含浸材の含浸深さが撥水性能,水分逸散性能に与える影響に関する基礎的実験を行って

きた. その際，コンクリートに含まれている反応性骨材，粗骨材，石灰砕砂の存在が含浸深さに影響を与えている

という結果があることから，反応性骨材が含浸深さに与える影響について評価することを目的とし，反応性細骨材

を用いたモルタル供試体でモルタル基礎的試験（含浸深さ試験，吸水率試験）を行った．また，これまでの反応性

骨材を用いた試験では，含浸材塗布前にアルカリシリカゲルが発生し吸水膨張が始まっていた可能性が考えられる．

そこで，含浸材塗布までの材齢を要因として分けることで，ASR が進行しているがひび割れが発生していない状態

での含水率と含浸深さを調べ，アルカリシリカゲルによるゲル水が，含水率測定及び，含浸深さに与える影響につ

いても評価を行った． 

 2.実験概要：図-1 に吸水率試験供試体概要図を示す.また,表-1 にモルタル配合を示す. 

供試体は,普通ポルトランドセメント及び反応性骨材（砕砂及び砕石）と非反応性骨材（兵

庫県神戸市有野産砕石）を用いて作製した. 劣化程度は，モルタル打設から含浸材塗布

までの養生期間を 1 か月にした材齢 1 か月の供試体と養生期間を 2 か月にした材齢 2 か

月の供試体の 2 パターン作製した．表面含浸材施工時の含水状態を同じにするため,

塗布前に水中浸漬を実施し,含水率を調節した.含浸材の塗布は，浸漬後，

表面含水率が標準状態の値と近くなるように経過を見て塗布し，経過観測

を開始した．実験要因は，反応性骨材の有無，材齢パターン，使用した含

浸材がシラン・シロキサン系（S1）とアルキルアルコキシシラン系（A），

無補修（N）の合計 32 体である． 

2.1 含浸深さ試験概要：含浸面を 2 分割するように供試体を割裂し，1 分間水に浸漬させ，撥水している部分の含浸

面からの深さを測定した．測定箇所は片面 9 箇所とし，平均値を 1 供試体の含浸深さとした. 

2.2 吸水率試験（浸漬）：100×100mm の 2 面を含浸面とし，含浸材による補修を行った．残りの 4 面はポリウレア系

表面被覆材によるシール処理を実施した．含浸材の塗布・養生が終了した後，水に 7 日間浸漬させた．水中浸漬前

後の質量差から吸水率を換算した． 

2.3 吸水率試験（散水）：100×100mm の 2 面を含浸面とし，含浸材による補修を行った．残りの 4 面はポリウレア系

表面被覆材によるシール処理を実施した．含浸材の塗布・養生が終了した後，含浸材補修面表裏 2 面に対して降雨

を模擬した散水を 7 日間実施した．流量は 15 分ごとに 5L/min の水量で 8 回シャワーホースにて行った． 

3.1 含浸深さ試験結果：含浸深さ試験の結果について材齢 1 か月の結果を図-2 に，材齢 2 か月の結果を図-3 に示す．

材齢 1 か月と材齢 2 か月ともに反応性骨材を含む供試体の方が含浸深さが小さくなっていることが確認された． こ

の結果から ASR の進行によって生成されたゲル水が，含浸材の加水分解における水分として寄与した可能性が考

えられる．また，反応性骨材を含む供試体と反応性骨材を含まない供試体の施工時表面含水率に大きな差はないた 
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図-1 供試体概要 

表-1 モルタル配合 
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めゲル水は含水率測定に影響を与えていない

可能性がある． 

3.2 吸水率試験（浸漬）結果 

浸漬による吸水率試験の結果について材齢 1か

月の結果を図-4 に，材齢 2 か月の結果を図-5

に示す．含浸材を塗布した供試体は無塗布の供

試体に比べて吸水率を抑えることができてい

る．また，含浸材無塗布の供試体について材齢

1 か月と材齢 2 か月ともに反応性骨材を含む供

試体の方が反応性骨材を含まない供試体より

吸水率が高くなった．理由として ASR の進行

によって生成された ASR ゲルが水分を吸水す

ることで吸水率が高くなった可能性があると

考えられる．また反応性骨材の有無にかかわら

ず，材齢 2 か月の供試体は材齢 1 か月の供試体

よりも吸水率が低くなっていた．この理由とし

ては，材齢に伴い水和反応が進行し細孔が緻密

化されて吸水率が低下したと考えられる． 

3.3 吸水率試験（散水）結果 

散水による吸水率試験の結果について材齢 1か

月の結果を図-6 に，材齢 2 か月の結果を図-7

に示す．含浸材無塗布の供試体の吸水率につい

ては浸漬による吸水率試験結果と概ね同様の

結果が得られた．材齢 2 か月の供試体について，含浸材を塗布した供試体は反応性骨材の有無にかかわらず吸水率

が負の値となった．この理由としては，浸漬による吸水率試験と同様に細孔が緻密化されて吸水率が下がったこと

に加えて，散水試験は 1 日に 8 分間シャワーホースによって散水し，散水を行っていない時間，供試体は気中養生

していたため，散水によって吸水した水分が逸散していたと考えられる． 

3.4 吸水率試験結果比較：浸漬による吸水率試験結果と散水による吸水率試験の結果を比較すると，散水による吸

水率は浸漬による吸水率の約 25％程度となっていた．また，浸漬による吸水率試験，散水による吸水率試験それぞ

れの試験において，含浸材を塗布した供試体と無塗布の供試体の吸水率を比較すると，浸漬による吸水率試験では

含浸材を塗布した供試体の吸水率が無塗布の供試体の吸水率の 10~15％になっていたことに対して，散水による吸

水率試験では含浸材を塗布した供試体の吸水率が無塗布の供試体の吸水率の 3~8％になっていた．この結果から，

浸漬による水圧が吸水率に影響を及ぼしていることが考えられる．また，実際の降雨を模擬した散水による吸水率

試験の方が含浸材の撥水性能がより発揮される可能性がある． 

4.まとめ：本論文ではモルタル供試体に反応性骨材を加えて，含浸材塗布後，基礎的試験を行い ASR ゲルと含浸深

さ，含浸材の撥水性能の関係を評価した．各試験の結果，含浸深さについては ASR ゲルが増加することにより，含

浸材が加水分解する際の水分としてゲル水が寄与し含浸深さが小さくなった可能性がある．含浸材の撥水性能につ

いては ASR ゲルが増加することにより，ゲルが水分を吸水し吸水率が高くなった．また実際の降雨を模擬した散水

の方がより含浸材の撥水性能の効果が発揮される結果となった． 
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図-2 含浸深さ試験結果（1か月） 図-3 含浸深さ試験結果（2か月） 

図-4 吸水率試験結果（浸漬・1か月） 図-5 吸水率試験結果（浸漬・2か月） 

図-6 吸水率試験結果（散水・1か月） 図-7 吸水率試験結果（散水・2か月） 
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